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　2021年、あけましておめでとうございます。
　皆様におかれましては、ご健勝にて新年をお迎えのことと、心からお慶び申し上げます。
　平素より、会員及び関係の皆々様には、当協会の事業運営にあたり、格別のご高配を賜り、
厚く御礼申し上げます。
　昨年は「コロナウイルス感染拡大」により世界経済も、急速な減退となり、今後は益々不透
明感が増大していく感があります。
　我が国も例外ではなく、今現在コロナ禍の余波を受け、東京五輪開催延期、感染拡大防止の
移動規制、営業時短要請により個人消費の低迷による景気後退が進んでいるのが実情です、国
の政策としてこれらに対応する早期の施策を期待しております。
　私共、電気設備工事業界を取り巻く環境は、建設投資が6年ぶりに減少し特に民間企業の設
備投資が延期・中止となり厳しい状況となりました。今後は公共工事の投資が増えてくること
を期待しつつ、当協会は官庁、自治体や各業界団体、顧客とも連携し、積極的な取り組みが今
後益々必要と考えております。
　当協会では、今後も最大の課題である「優秀な人材確保」に向けて、「週休2日制の導入」を
進める等の「働き方改革」やインターンシップの受け入れや、学生への出前授業を進めて参り
ます。そして、ささやかではありますが、例年行っている社会福祉施設へ備品寄贈や地域への
清掃ボランティア活動等の社会貢献、国及び自治体に対し、陳情や提言等、様々な事業を継続
して参ります。
　残念ながら、昨年は「コロナウイルス感染拡大防止」の観点から、各種事業を止む無く中止
とした1年となりましたが、今後の推移を確認しつつ順次事業を再開させていただき、会員の
皆様に必要な情報提供など有意義な活動を行って参ります。
　最後に、我々電気設備業界がコロナ禍であっても必要なライフラインを担う業界であること
に誇りを持って働ける環境づくりの牽引役として、微力ではありますが少しでもお役に立てる
よう、今後も皆様と共に、力を合わせて使命を果たしていく所存であります。引き続き、関係各
位の尚一層のご支援ご鞭撻を賜りますよう、お願い申し上げます。
　新しい年が、皆様にとって、希望に満ちた幸多き年になりますよう、心からご祈念申し上げ、
新年のご挨拶といたします。

  年頭ご挨拶
コロナ禍でも負けない
　　電設業界を目指す！

　　　　　　　一般社団法人　岡山県電業協会

会　長　松　岡　　徹
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　謹んで新年のご挨拶を申し上げます。
　現在、我が国は新型コロナウイルス感染症の影響を受け、大変厳しい状況にあります。本県
においても、全力を挙げて、県民の命と暮らしを守る対策に取り組むとともに、この感染症が
もたらした社会の変化に対応していくことが大きな課題となっています。このような中、昨年
行われた知事選挙におきまして、皆さまのご信任をいただき、引き続き県政を担わせていただ
くことになりました。大変重要な時期に本県のかじ取りを任せていただくことに、改めて重責
に身が引き締まる思いであり、皆さまから寄せられた信頼とご期待にお応えする決意を新たに
して新年を迎えました。
　これまでの2期8年間、すべての分野の好循環の原動力になる2本の柱として、「教育の再生」
と「産業の振興」を強力に推進してまいりました。その結果、子どもたちが落ち着いて学べる環
境の整備、地元企業や誘致企業による安定的な雇用の創出など、目に見える成果が表れてきて
います。
　今年は、喫緊の課題である新型コロナウイルス感染症への対応とともに、教育と産業をはじ
め、医療・福祉サービスの充実や、結婚から子育てまでの切れ目ない支援、持続可能な中山間
地域の形成などにも引き続き力を注ぎ、さらに数多くの成果を皆さまに実感していただけるよ
う、さまざまな施策を進めてまいります。
　また、平成30年7月豪雨災害からの復旧・復興については、被災された方々に寄り添ったき
め細かい支援と、災害で得た教訓を生かした、より災害に強い岡山の実現に、全力で取り組ん
でまいる所存です。
　さらに、デジタル化や働き方の変化、地方への移住機運の高まりなど社会が大きく変化する
中にあって、本県の存在感を高める取り組みも鋭意進めてまいります。
　現在、来年度からの4年間を行動計画期間とする「第3次晴れの国おかやま生き活きプラン」
の策定を進めています。昨年11月に公表した素案では、現行のプランに引き続き、「教育県岡
山の復活」、「地域を支える産業の振興」、「安心で豊かさが実感できる地域の創造」の3つの重
点戦略を掲げ、その下に、近年の豪雨災害や感染症、人口減少社会への対応などの重要課題も
踏まえた戦略プログラムを置いています。今後、皆さまからいただいたご意見を反映させた上
で、県政の新たな羅針盤の策定を目指します。
　すべての県民が明るい笑顔で暮らす「生き活き岡山」の実現に向け、さまざまな主体と連携
しながら、本県の持続的な発展の道筋を確かなものとするため、各種の施策・事業を推進して
まいります。希望あふれる明るい未来のために、全身全霊で取り組んでまいる所存ですので、
一層のご理解とご支援を賜りますようよろしくお願いいたします。

 年頭ご挨拶
すべての県民が

　明るい笑顔で暮らす

 「生き活き岡山」を目指して

岡山県　知　事　伊原木 隆太
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社会貢献・清掃ボランティア

緊急連絡網の機能確認と清掃ボランティア、環境問題の啓発!
　2020年 9 月27日㈰午前 7 時00分より、後楽園、旭川周辺を対象に岡山及び県東部地域の防災参画会員の54社77
名の該当全社が参加して清掃奉仕活動を実施しました。コロナ禍の影響によりマスク着用での活動となりました
が無事清掃活動が出来ました。又、2020年 9 月13日㈰午後 2 時より、コロナ禍で清掃奉仕活動は中止となり代わ
りに玉島商工会議所主催の環境講演会「溜川清掃活動を振り返って」が行われ県西部地域の防災参画会員の 9 社
9 名の該当全社が参加して今までの溜川清掃活動の経過を勉強いたしました。
　これらの活動は、当協会が防災協定を岡山県（平成21年 1 月30日付け）及び岡山市（平成22年 6 月 7 日付け）
並びに岡山県広域水道企業団（平成26年 9 月 5 日付け）との間で締結し、それに基づき防災協定参画会員の「災
害対策緊急連絡網」が緊急時に機能するか確認すべく、併せて、召集訓練及び清掃奉仕活動を目的に毎年実施し
ています。

2020年度　会員交流ゴルフ大会

会員相互の交流を深めました。

　2020年 6 月12日㈮午前 9 時04分から岡山金陵カントリークラ
ブにて、第23回会員交流ゴルフ大会を開催しました。
　当日は会員、賛助会員合わせて24名が参加しました。曇り空
の中、前日からの雨によるコースで苦労されたことと思います。
　　　　　優勝：本郷さん　準優勝：森さん
　　　　　第 3 位：大野さん

　2020年11月19日㈭午前 9 時07分から岡山金陵カントリークラ
ブにて、第23回会員交流ゴルフ大会を開催しました。
　当日は、会員、賛助会員合わせて31名が参加しました。天気
も良く皆さん楽しくプレーされていました。
　　　　　優勝：渡辺さん　準優勝：森川さん
　　　　　第 3 位：松岡会長

第24回 ゴルフ交流会

第23回 ゴルフ交流会

第24回　会員交流ゴルフ大会　参加の会員

第23回　会員交流ゴルフ大会　参加の会員

岡山・県東地域
参加者全員

倉敷・県西地域
参加者全員

倉敷・講演会場

岡山・会員の
お子様も協力して
下さいました
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社会貢献・福祉活動

社会貢献事業、コロナ禍の中2020年度も笑顔を頂きました!
　2020年11月から12月にかけて、県内 5 ヶ所の福祉施設を対象に会員会社の協力により、寄贈をさせて頂きまし
た。
　この事業は平成 7 年以降続けて、今年で26回目となります。

2020年度　社会貢献福祉活動　一覧
分担会社名 贈呈先施設 住所 贈呈品 贈呈日

㈱報国電設 会福祉法人　井原市社会福祉協議会
障害者支援施設　「井原あゆみ園」 井原市井原町1110 冷暖房器具 11/25

池田電業㈱ 医療法人　岡山純心会
介護老人保健施設 ｢きらめきクリニック｣

岡山市北区
楢津305 車椅子 12/15

㈱電工社 社会福祉法人
岡山県視覚障害者協会

岡山市北区
西古松268-1

SOSキーホルダー
命の笛 12/18

中央電気㈱ 社会福祉法人　日輪会
特別養護老人ホーム「宗玉園」 玉野市梶岡576-2 車椅子 12/17

旭電業㈱ 社会福祉法人 ももぞの学園
障害者支援施設 「就労センターもも」

岡山市北区
足守1748-6 高圧洗浄機 11/30

 尚、各施設から、お礼状が届きました。

井原あゆみ園：
　　　（右）鳥越 会長様
　　　（左）㈱報国電設 宮本社長

きらめきクリニック：
　右から 古川 総務課長様、加藤 看護師長様、
　　　　 岸 院長様、池田電業㈱ 池田社長、
　　　　 池田電業㈱ 高橋さん

宗玉園：寄贈品の車椅子

就労センターもも：
　　　（右）安井 理事長様
　　　（中）旭電業㈱ 本郷常務
　　　（左）加藤 管理者様

岡山県視覚障害者協会：
　　　（左）川田センター所長様
　　　（右）㈱電工社 福田社長

山陽新聞に掲載されました
寄贈品
SOS命の笛
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１級施工・受験準備講習会

資格取得は電気業界のレベル向上に必須です！
　「2020年度 1 級電気工事施工管理技術検定試験・受験準備講習会」を開催しました。
　県内各地から、広島県からも参加があり59名が受講しました。
　本年度は、新型コロナウイルス感染症対策として試験日の延期や予定していた会場の一時閉鎖による会場変更、
換気・消毒・検温・マスク着用等の措置により、受講者の皆様にはご不便をおかけいたしましたが、参加者のご
理解と関係各位の皆様のおかげで無事に開催できました。

　また「実地講習」につきましては、試験日の延期により下記のとおり開催を予定しております。
　受講申し込みされた方は、前回と同様に検温・マスク着用にご協力お願いいたします。

　◎令和 3 年度の施工管理技術検定から、制度が改正されます。
　旧制度では、学科試験・実地試験との構成でしたが、新制度では、第一次検定・第二次検定との構成に変更と
なります。

2021年度受験準備講習会の募集について

講習会概要
講習名 講　習　日 受講者数 講師陣 場　所

学科講習 2020年 5 月13日㈬～ 5 月15日㈮ 〔 3 日間〕 59名 2 名（ 9 科目） 旭電業㈱

講習会概要
講習名 講　習　日 受講者数 講師陣 場　所

実地講習 2021年 1 月26日㈫ 〔 1 日間〕 約40名 2 名（ 5 科目） 旭電業㈱

2021年度の講習予定は下記の通りです、第一次講習の正式案内は2月中旬頃を予定しています。
講習名 講　習　日 場　所

第一次講習 2021年 5 月12日㈬～ 5 月14日㈮ 〔 3 日間〕
旭電業㈱

第二次講習 2021年 9 月15日㈬〔 1 日間〕

開講の挨拶：沖田技術委員長 河崎講師 清家講師

講習会場 講習中の受講者
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　 4 月より事務局は村井・衛藤の新たな体制で始動しましたが、コロナウイルス感染拡大防止対策により
予定していた事業のほとんどを中止又は縮小し、協会としての活動がほとんどできない状況となりました
こと会員皆様には申し訳なく思っております。また事務局としても不慣れな点が多かったにもかかわらず
会員皆様のおかげで無事運営できたこと深く感謝申し上げますとともに、今後もなお一層のご協力の程よ
ろしくお願い申し上げます。（事務局　衛藤）

通常総会

事務局だより

新役員が承認され、新しくスタートします。

　2020年 7 月 3 日㈮午前11時00分から旭電業株式
会社にて、第10回通常総会を開催しました。
　コロナウイルス感染拡大防止の観点から、人数
を制限し当日の出席者14名（他に委任状出席38名）
にて、次の議案を審議し議決しました。

［議　事］
　第 1 号議案　2019年度　事業報告案承認の件
　第 2 号議案　2019年度　決算案承認の件
　第 3 号議案　役員選任案の件

［報告事項］
　①2020年度　事業計画の件
　②2020年度　予算の件
　③会費改訂の件
　例年であれば総会の後、恒例の懇親会を開いて
おりましたが本年度は中止といたしました。

冒頭挨拶：松岡会長

第10回通常総会会場

監査報告：木多監事

出席者の皆さん

1 、お知らせ
　　2020年 4 月　会費改訂（2020年 1 月 6 日時点の国交省経営審査評点公表値による）。
　　2020年 4 月　役員選挙　 2 年間の任期満了に伴う。6 月18日㈭予定の総会で承認。
2 、会員動向
　　訃　報
　　　永年にわたり当協会にご尽力頂きました、前理事　花尾　昭博様（前 平和電気㈱ 代表取締役）が2020年

5 月 1 日に逝去されました。謹んでご冥福をお祈りいたします。
　　2020年 1 月 1 日現在の会員数
　　　正 会 員　54社　　賛助会員　33社
3 、事務局の交代について
　　当協会事務局長を永年勤められました同前事務長が2020年 3 月末日をもって、勇退されました。
　　当協会の事業活動に当たっては大変なご苦労があったものと思います、本当に有難うございました。

第10回通常総会

編集後記
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この広報は再生紙
を使用しています。

この印刷には、 環境にやさしい
植物油インキを使用しています。

岡山県電業協会一般社団法人 
事務局　〒700-0953 岡山市南区西市430
電話（086）244-4838番　FAX（086）245-9136番
E-mail  info@okadenkyo.or.jp　URL  http://www.okadenkyo.or.jp
編集発行人　総務委員会
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